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	応用
	抗原情報
	背景
	ムスカリン性コリン受容体は、Gタンパク質共役受容体のより大きなファミリーに属します。これらの受容体の機能的多様性は、アセチルコリンの結合によって定義され、アデニル酸シクラーゼ阻害、ホスホイノシチド変性、カリウムチャネル介在といった細胞応答を含みます。ムスカリン性受容体は、中枢神経系および末梢神経系におけるアセチルコリンの多くの作用に影響を与えます。ムスカリン性コリン受容体3は平滑筋の収縮を制御し、その刺激は腺組織の分泌を引き起こします。選択的プロモーターの使用と選択的スプライシングにより、組織特異性の異なる複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2016年12月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CHRM3マウスmAb（緑）を用いたNIH3T3細胞の共焦点免疫蛍光染色。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	CHRM3 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した SK-BR-3 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CHRM3 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した SK-N-SH 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CHRM3 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。

